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第 １ 学 年 学 級 活 動 指 導 案

日時 平成１９年 ２月 ９日（金）

１３：３５～１４：２５

対象 盛岡市立上田中学校 １年３組

男子２１名 女子１６名 計３７名

指導者 教諭 鎌 田 崇

１．題材名 １年生（１年間）のまとめ ～学級スローガンを通して～

２．題材設定の理由

（１）題材について

特 別 活動 の 究極 的 な目 標 は 「 自主 的 ・ 実践 的 な態 度 の育 成 と、 人 間 とし て の生 き 方の、

自覚を 深めて自己 を生かす能 力を養うこ とである」 とある。また、学級 活動は、この目標

実現の ための中心 的な指導の 場として大 きな特質を 持っている。その学 級活動は、集団で

生活す る上での人 間力の育成 に大きな関 係があると も考えている。また 、その学級活動を

支える ものとして 、自分たち の目指す姿 をみんなで 話し合ってスローガ ンとして決定し、

。 、 、掲げている 学級目標やスローガンは 四月の学年行事の取り組みや日常生活を振り返り

学級の 良い所・課 題点を出し 合い、自分 たちが集団 として目指すべき理 想の姿として五月

上旬に決定した。

【 １ 年 ３ 組 学 級 ス ロ ー ガ ン 】 【 設 定 理 由 】

学 級の 課題 や 問題 点を 克服 する ため に、 全

員 で ！ 全 力 で ！ 全 て の 活 動 に 取 り 組 む 。 そ全 力 「 ３組 」 ス マ イル 無 敵 ！
の 中 で 、 真 の 楽 し さ ・ 真 の 明 る さ ・ 真 の 笑～ 真 の 笑 （ス マ イ ル ） を 求 め て ～
顔 を つ く り あ げ 、 上 中 で １ 番 の ス マ イ ル に

あふれる学級を目指す。

スロ ーガンとし て掲げた理 想の姿を目 指して１年 間、日々の生活や様 々な活動を展開し

てきた 。現在、小 学校訪問の 活動や卒業 式に向けて の取り組みが始まっ ている。これらの

活動 を １年 間 のま と めの 取 り組 み と考 え たと き 「小 学 校訪 問 に向 け て 」や 「 卒業 式 に向、

けて」 という目標 設定の学級 活動も考え られるが、 あえて自分たちが掲 げた学級スローガ

ンで１ 年間のまと めに向かわ せたいと考 えた。なぜ ならば、この題材に は、３つの願いが

込めら れているか らである。 １つ目は、 スローガン が、達成されている かどうかを考え、

達成す るために、 残りの期間 で取り組む ことを確認 し、自分たちが立て たスローガンを最

。 、 、後まで大切にする態度を養いたいということ ２つ目は 進級して学級編制が行われるが

新しい 学年・学級 で、目標や スローガン を設定する 際に、今年度より深 く考え、より思い

を込め たものを設 定して欲し いというこ と。３つ目 は、集団生活で、個 と集団の関わりが

一番大 切であると いうことを 認識させた いというこ と。この３つのこと を身につけること

ができ ると、３年 次の生徒会 スローガン への気持ち や想いが深まるので はないだろうかと

考えて いる。その 深まりが、 理想として かかげる卒 業式への意識付けを 自分たちでできる

学級に つながるの でないかと も考えてい る。また、 目標やスローガンの 大切さを知り、そ

の気持 ちを３年間 かけて強く させること で、見通す 力、自分で意志決定 する力、集団の中

の自分を考える力が育ち、人間力の育成につながると考える。

（２）生徒の実態

中 学校に入 学し、約１ 年が過ぎた現在、諸行 事を経験したり、日常生 活を通しながら、

学級と してのまと まりができ てきた。ま た、まだ幼 さは残るものの自分 たちで学級を向上

させよ うとする雰 囲気ができ ている。た だし、集団 として向上しようと する意識や努力し

ようと することは できるが、 持続したも のにはなっ ていない。積極的に 話し合いに参加し

ようと する雰囲気 はあるが、 自分のことしか考 えられず周囲の意欲的な 雰囲気との間に大

きな隔 たりを感じ ている生徒 も見られる 。さらに、 集団の中の一員とし ての自覚は感じら

れるも のの、自信 のなさや消 極的な面か ら、人に頼 ったり人任せにして しまったりする傾

向も見られる。

、 、 （ 、事前アンケートの結果では この学級が好きな生徒が ３６人中３４人 好き：２４人

やや好き ：１０人 ）と多く、 現在に至る までに学級 に満足して いる生徒 が多い。また、そ

のほとん どが３月 までの１ヶ 月間、今ま で以上に学 級スローガ ンのよう に「スマイルが多

い 学級 」 や 「 楽し い 学 級 」と し て １ 年を 終 え た いと 考 え てい る 。し か し 「 ス マイ ル を多、

くするた めには」 や「楽しい 学級になる ためには」 という部分 に関して 、人それぞれの考

えに違いがある。

最後 の １ ヶ 月間 、 学 級 全員 が 同 じ 方向 を 向 い て 「 ス マ イ ルや 楽 し さ 」を 追 い求 め る力、

をつけさせたいと考えている。

（３）指導構想

学 級目標や スローガン への想いは常に意識し て日常生活や行事に取り 組んできた。現在
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学級に満足している生徒が多いが、スローガンの達成度は、という質問に「 点くらい」81
と い う 反 応 であ っ た 「 目 指 した 姿 ＝ ス ロー ガ ン ＝ 点 」 と いう と ら え 方で は な い が、。 100

100 100満 足しつつ も、ま だ課 題があ るととら えて本 時の展 開を 構想した。 点だ から合格。

点では ないから不 合格。とい うようなと らえ方では なく、点数化したの は、あくまでも指

標にし たかったか らである。 スローガン を４月に設 定したときの願いや 想いを具体的に言

える生 徒は少ない と考える。 そこで、１ 年のまとめ となるこの時期に、 １年間の自分たち

の活動 やがんばり を振り返る ことをより どころとし ながら、もう一度設 定時の願いや想い

を想起 させ、そこ から学級と して仕上げ の１ヶ月間 の課題をつくり、ス ローガンを達成す

、 「 」るための必然性をうみだし 今年度最後の授業になる卒業式に 全力３組 スマイル無敵

という 言葉の集大 成として臨 ませたい。 よって、本 時では、残りの１ヶ 月間を充実させる

ことを ねらいとし 、自分たち の充実した １年を振り 返り成長を感じさせ 、また、必要に応

じては 設定時の願 いや想いを 想起させ現 在の課題に 気づかせたい。そし て、最後の１ヶ月

間の生 活や活動で 、学級とし て大切にす べきことを 明確にして学級全体 が同じ方向を向か

せたい。

３．指導計画

（１）本時以前の関連する学活および短学活 ・・・学活…１時間

・ どのような学級になって１年３組を終わりたいか？ （学活 ・・・ 集団）「 」 ） （

・アンケート（短学活 （個人））．．．

（２）本時

・ 真の笑で１年を終えるために」「

（３）本時以後の関連する学活および短学活

・ 本時の目 標を提示し 、意識できるように工 夫し、自分たちが求める 学級としてのゴー

ルに近づけるよう指導していく。 （集団）

４．本時の目標

（１ ）スロ ーガン を設定 したと きの気 持ちや 学級の 仲間の 学級に 対する 気持ちを 知り、現

状をし っかり と把握 し、残 り１ヶ 月間の 学級や 自分の 決意を まとめ ることが できる。

（２） 学級スロー ガンや目標 の大切さを改めて 理解し、達成しようと努 力することが大切

で あることを 確認すると ともに、学 級スローガ ンや目標の重要性を 知り次年度の設定

時の意欲付けにすることができる。

５．本時の展開

時間 教材・ 教具段 階 教 師 の活動 生徒の活動 評価の視点 配慮事項

１ ． ス ロ ー ガ ン と 設 １ ． ス ロ ー ガ ン と ス ロ ー ガ ン と

定 理 由 を 確 認 し 、 提 設定理由を確認し 設定理由、

示す る。 本 時 の 心 構 え を つ

くる。

ふ

意 ２ ． 事 前 ア ン ケ ー ト ２ 学級について ・ ％ が 満 ア ン ケ ー ト を． 、 94
の 「 学 級 が 好 き ・ 嫌 み ん な が ど の よ う 足 し て い る 集 計 し た 円 グ

い 「 学 級 の 一 員 で に 考 え て い る か 知 こ と を 中 心 ラフ」

良 か っ た か ど う か 」 る。 に と ら え さ

の 集 計 結 果 を 提 示 す せる。

識 る。

り ３ 「 好 き 」 と 答 え ３ ． 学 級 の 良 い と 事 前 ア ン ケ ー．

た理由と 良かった ころを確認する。 ト「 」

と 答 え た 理 由 を 指 名 ・ 楽 し い ・ ス マ イ 紙板書

化 して発表させる。 ル だ ・ ま と ま る ・

優しい・素直に何

で も い え る ・ 協 力

返 し合える など 個

４ 「 や や 嫌 い 」 と ４ ． 課 題 を 把 握 す ・ ま だ 足 り．

答えた２人の存在に る。 な い と こ ろ

気 づ か せ る と と も （ 課 題 ） が

に 、 現 時 点 で の 達 成 あ る こ と を

り 度 の 点 数 を 提 示 し 、 学 級 の 全 員

学習課題を確認させ が 思 っ て い

る。 る こ と を 知

り 、 本 時 の15
真の笑で１年を終えるには 課 題 の 必 然

性 を 確 認 す

る。
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認 ５ ． ア ン ケ ー ト 結 果 ５ ． み ん な が 考 え ・ 共 感 で き 事 前 ア ン ケ ー

を も と に 、 ど う し て て い る 学 級 と し て る よ う な 内 ト

め そ の 点 数 に し た か 発 足 り な い 所 や 頑 張 容 の 発 言 を

表させる。 ら な け れ ば い け な させたい。

合 い所に気づく。

具 う ６ ． 残 り の １ ヶ 月 間 ６ ． 学 級 の 課 題 を ・ 仲 間 の 学 級 ・ ま と め や 記入用紙

・ の 学 級 の 課 題 を 考 え 考 え 、 用 紙 に 記 入 の 実 態 に 対 す す い よ う に

自 る。 し提示する。 る 考 え を 聞 に 、 記 入 用

体 き 、 真 剣 に 考 の 画 用 紙 に

分 ７ ． カ ー ド を 黒 板 に ７ ． み ん な が 考 え え る こ と が で は 工 夫 を す

貼らせる。 る 残 り １ ヶ 月 間 の き る と と も る。

化 自 学 級 と し て の 課 題 に 、 仲 間 へ の

を知る。 願 い を 前 向 き ・ 多 く て も

身 に 発 表 で き ２ ～ ３ 項 目

８ ． 残 り １ ヶ 間 、 ど ８ ． 仲 間 の 考 え を る 〈関〉 以 内 に し た。

を ん な 気 持 ち を 大 切 に 聞 き 、 課 題 に 向 か い。

課 題 に 向 か っ て い く う 自 分 の 気 持 ち を

ふ かを考えさせる。 深める。 ・ 現 在 の 日 常 ・ 必 要 で あ

生 活 を 冷 静 に れ ば ス ロ ー

り 振 り 返 り な が ガ ン を 作 る

ら 考 え る こ と 学 活 で 出 た

返 が で き る 。 学 級 の 「 よ

〈思〉 い 点 ・ 課 題

る 点 」 の 資 料

を見せる。

25
９ ． 提 示 さ れ た 課 題 ９ ． 課 題 を 解 決 す

の 項 目 を 解 決 す る た る た め に 何 を 頑 張

め に 何 を 頑 張 れ ば い れ ば い い の か を 考

い か 考 え 明 確 に す え、理解する。

る。

自 ． 授 業 を 振 り 返 ら ． 授 業 を 振 り 返 ・ 残 り １ ヶ 月10 10
総 分 せ 感 想 を 書 か せ る と ら せ 感 想 を 書 く と 間 、 も し く は 学習シート

合 の と も に 、 残 り １ ヶ 月 と も に 、 残 り １ ヶ 今 、 自 分 が 大

・ も 間 学 級 ス ロ ー ガ ン に 月 間 学 級 ス ロ ー ガ 切 に し な け れ

一 の 近 づ く た め の 自 分 自 ン に 近 づ く た め の ば い け な い こ

般 と 身 の 決 意 を 書 か せ 発 自 分 自 身 の 決 意 を と は 何 か を 考

化 す 表させる。 書かせ発表する。 え る こ と が で

る きる 〈思〉。

10

６．本時の評価

（ １） 仲 間 の 気 持 ちや 自 分 の 気持 ち を 真 剣に 考 え 、 現在 の 日 常 生活 を 冷 静 に振 り 返 り なが ら

考えることができたか。

（ ２） 残 り １ ヶ 月 間、 も し く は今 、 学 級 と自 分 が 大 切に し な け れば い け な いこ と は 何 かを 考

えることができたか。


